
大阪・関西万博 テーマウィーク 「和歌山 WEEK（仮）」 

実施運営等業務委託仕様書 

 

１ 業務名 

大阪・関西万博 テーマウィーク 「和歌山 WEEK（仮）」実施運営等業務 

 

２ 業務の目的 

和歌山県は、令和７年に開催される 2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）（以下

「万博」という。）のテーマウィークにおいて、「和歌山 WEEK（仮）」を実施する。 

本業務は、公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会（以下「博覧会協会」という。）

が示す、テーマウィークの意義・目的・実施方針に基づき、和歌山県の地場産業等の歴史

や技術を国内外に発信し、産業振興につなげるとともに、万博を契機に県内事業者等の

SDGs への意識を向上させ、県内への新たな投資を創出する機会を提供することを目的と

する。 

 

３ 委託期間 

契約締結日から令和７年 10 月 31 日（金）まで 

 

４ 業務概要 

⑴ 開催日：令和７年４月 30日（水）～５月３日（土） 

（開催日前日（４月 29 日（火））に搬入・リハーサル、開催日翌日（５月４

日（日））に搬出）   

⑵ 会場：夢洲 EXPO メッセ（2,000 ㎡） 

⑶ 出展面積：２／６区画（３自治体共同利用） 

⑷ 収容人数：約 1,500 人 

⑸ 実施内容： 

「２ 業務の目的」を達成するための運営業務の委託 

 

５ 業務内容 

本業務で実施する業務は、次の⑴から⒀までとする。 

業務の実施に当たっては、委託者の意見や意向を反映し、来場者向けに県産品の試食・

試飲、ものづくり体験等を通じて、和歌山県の地場産業等の魅力が来場者に伝わるような

ブースの企画、会場設営・運営等を実施すること。 

また、今回の万博の中心的なテーマである「SDGs」について、出展者のみならず来場

者も含めて、「SDGs」への関心を高められるよう、創意工夫すること。 

⑴ 実施運営計画書・演出構成等の確定 



実施運営計画書を企画し、委託者と協議の上、計画書、演出構成等を確定すること。 

また、業務を実施するための業務スケジュール、進行台本、運営マニュアル、会場配

置図等、各種資料を作成し、確定すること。 

⑵ 開催までの事前準備及び「和歌山 WEEK（仮）」の運営業務 

ア 委託者の意図や目的を十分理解した上で、イベント名称を提案すること。最終的な

イベント名称は、委託者と協議の上、決定すること。 

イ 実施運営計画書等に基づき、委託者との調整を図り、事業の具体化、実施に向けた

事前準備及び運営業務を行うこと。また、業務の進捗状況を管理し、円滑に業務を遂

行するとともに、業務の運営に係るスケジュール、経費の管理、業務の企画・ 運営・

事務等の実務を行うための体制を整備すること。 

ウ 万博会場等との調整を図り、運営に関するマニュアル等を作成・印刷し、関係者・

出展者等への送付及び実施に係る連絡調整、説明等を行うこと。また、必要に応じて、

出展者や関係者等への説明会を開催すること。 

エ 緊急時に対応するため、緊急時の体制及び連絡網などをスタッフに周知徹底する

こと。 

オ 業務の実施に必要な関係機関への許可申請等の手続きに関する業務を行うこと。 

カ 業務に係る保険への加入手続き及び保険料の支払いに関する業務を行うこと（博

覧会協会及び委託者が直接加入する保険を除く。）。 

⑶ 制作・演出・展示・進行等業務 

実施運営計画書及び演出・展示構成内容に基づき、「和歌山 WEEK（仮）」のブース制

作、演出、展示、手配、調達、調整、進行等の業務を行うこと。 

なお、会場全体の装飾については、県の地場産業等の魅力が来場者に伝わるよう、創

意工夫し、委託者と協議の上、決定すること。また、ブース出展以外にブースへの誘導

や会場全体を盛り上げる「和歌山 WEEK（仮）」の目玉となるような企画提案を行い、運

営等を行うこと。 

各ブースの設営については、委託者及び出展者の希望を反映し、十分協議の上、決定

すること。 

また、ステージについては、３自治体合同により設置する可能性があるので、企画提

案を行い、委託者と協議の上、実施すること。 

⑷ 出演者及び出展者関係業務 

ア ブース出展者については、別途定める出展者募集要領等により委託者が決定する

（６団体程度を想定）。 

出演者及び出展者を含めた関係者等への連絡調整、準備、当日のアテンド、管理等

の業務を実施するとともに、展示物の運搬などに係る手配・調整業務を行うこと。た

だし、委託者が間に入り、準備・調整を補助する必要がある場合は、適宜委託者へ相

談すること。 



なお、出演者及び出展者の必要な機材等の運搬費等は経費に含めること。 

  イ ブース出展者以外の出演者については、企画提案を行い、出演料（交通費含む。）

は経費に含めること。ただし、出演者は出演料の受取を辞退することもできるもので

あること。 

⑸ 案内業務 

ア 会場内に総合受付を設置し、来場者を誘導すること。 

イ 来場者アンケートを実施し、集計すること。  

  なお、アンケート内容については、委託者と協議の上、決定すること。 

 ⑹ リハーサル実施業務 

   前日リハーサルが必要な場合、出演者との連絡調整、準備及び実施に係る業務を行う

こと。 

⑺ 会場設営・撤去業務 

  ア 実施運営計画書等に基づき、設営・撤去、機材・備品等の搬入出・設置・調整、会

場管理その他これらに付随する業務を行うこと。 

    なお、搬入出に当たっては、受託者が持ち込む物、出展者が持ち込む物又は催事期

間中に配送し、現地で荷受けする物等いずれに該当するか、事前に出展者等と調整の

上、確認すること。   

  イ 資機材を調達する場合には、和歌山県内で産出、生産又は製造される資機材を優先

して使用するよう努めること。 

なお、調達した資機材には全て社名等を明記し、会場施設所有物や借用物などとの

判別が可能な状態にすること。 

ウ 搬入出に係る駐車場の調整、準備、管理及びそれらに付随する業務を行うこと。 

  エ 設営・撤去に当たっては、清掃、汚水、ごみ処理等を行うとともに、備品機材等の

準備・搬入・据付・会場装飾等必要な物品等、会場設営・イベント終了時の撤去を行

い、原状復帰すること。 

オ 搬入出・設営及び撤去に係る経路等については、博覧会協会、他２自治体及び委託

者と事前に調整及び協議を行い、安全の確保に留意すること。 

カ 施設使用料、光熱費及び通信費等の施設使用に係る経費については、委託者が直接

支払うため、経費に含めないこと。 

キ 会場設備以外の映像音響設備が必要であれば受託者において、準備、設営し、受託

者で経費を負担すること。 

⑻ 管理運営・警備・救護業務 

ア 実施運営計画書、運営マニュアル等に基づき、管理運営業務に必要な全ての措置 

を講じ、安全かつ適切な会場管理運営業務を行うこと。 

なお、管理運営に当たっては、必要に応じて関係機関と調整し、指導、助言及び指

示を受けること。 



イ 会場の管理運営については、会場内警備・誘導、来場者案内対応、出展者対応、会

場進行管理、設備操作、控室管理、出演者及び出展者や来場者からの問合せ・トラブ

ル対応、スタッフ・警備員の指導・管理、防災管理などを行うこと。 

ウ 警備については、万全の体制を組織するとともに、会場内の適切な位置に警備員や

スタッフを配置することで、会場の安全を確保すること。 

なお、準備及び実施に当たっては、警備関係者と綿密に調整すること。 

 エ 出演者及び出展者や来場者等の救護措置が速やかに行えるよう、設備や体制を整

えること。 

 オ 緊急時においては、施設管理者や関係機関と連携し、適切な初動対応を実施するこ

と。 

⑼ 広報関連業務 

ア PR 資材の作成について 

イベントの概要、タイムスケジュール等の情報を掲載したプログラム、チラシ等

の配布物を作成し、配布すること。 

   なお、チラシ等の枚数、配布先は委託者と協議・調整の上、決定すること。 

イ メディア、SNS等の活用について 

    テレビ、新聞、ラジオ、雑誌等のメディアや Instagram、Twitter 等の SNS を活用

し、効果的な広報活動を展開すること。 

※ 広報に当たって必要な写真、画像等を手配するとともに、万博ロゴマーク・

公式キャラクター等のデザインの使用については、「2025大阪・関西万博マス

ターライセンスオフィスと調整を行うこと。 

⑽ 合理的配慮 

障害のある方に対して、車椅子席及び情報保障（手話・要約筆記）席の設置、音声ガ

イドの実施、配布物の点字化など、合理的な配慮を行うこと。また、会場設営やサイン・

印刷物等の制作に当たって、ユニバーサルデザインに配慮し、多言語対応のものとする

こと。 

⑾ 記録業務 

   「和歌山 WEEK（仮）」の実施状況について、写真及び映像で記録すること。 

⑿ 報告業務 

   本業務終了後、業務の実施・運営状況について、業務報告書を提出すること。 

⒀ その他 

   上記のほか、業務の準備・実施に当たって必要な業務は、全て実施すること。 

 

６ 業務内容についての留意事項 

⑴ 業務に必要な関係官公庁等との協議、各種打合せ、資料作成、その他業務上必要とな

った事務等に協力すること。 



⑵ ユニバーサルデザインに配慮した快適で安全な運営を心がけること。 

⑶ SDGs の理念を考慮した適切な運営を心がけること。 

 ⑷ 業務実施に当たっては博覧会協会が定める規則及びガイドライン、また、持続可能性

に配慮した調達コード等に留意し、遵守すること。 

 

７ 仕様の変更 

本業務内容に係る仕様記載事項について、今後、委託者が必要と認める場合には、協議

の上、その仕様変更に柔軟に対応するよう努めること。 

なお、その場合は下記について、留意すること。 

⑴ 原則として、委託金額の範囲内で対応すること。 

⑵ 大幅な仕様変更により、委託金額を超える場合は、業務の着手前に委託者と協議する

こと。 

⑶ 仕様変更により、委託金額が減額となる場合があること。 

 

８ 業務の進捗管理 

⑴ 受託者は、業務に先立ち、業務スケジュールや実施体制計画を作成し、委託者の承認

を得て業務を実施すること。 

⑵ 受託者は、委託者の意図や目的を十分理解した上で、本業務を総括する責任者を配置

し、委託者との連絡・調整を密にしつつ、効率的に業務を進めること。また、業務の推

進に当たっては、本業務に必要とされる知識、経験、技術及びノウハウを有する専任者

を配置し、状況に応じた迅速な対応ができるよう万全の推進体制を整備すること。 

⑶ 業務の実施に当たっては、その進捗状況や今後の進め方等を委託者に逐次報告する

ほか、必要に応じて、委託者との打合せを実施し、議事録を作成すること。 

⑷ 本仕様書に定めのない事項については、その都度、委託者の指示を受けて処理するこ

と。 

⑸ 受託者は、委託者からの要請に応じて、別途開催される会議等がある場合には、必要

な資料を提出するとともに、その会議等に出席すること。 

 

９ 成果物の納品 

⑴ 成果物 

ア 業務報告書（進行台本、運営マニュアル、制作物等を含む） ２部 

（A4 版で簡易製本とし、写真等は適宜カラー印刷とする） 

イ 上記アを記録した電子データ（DVD－R） ２枚 

ウ 「和歌山 WEEK（仮）」の電子記録データ １式 

（記録媒体は委託者と協議） 

エ 来場者アンケート集計データ 



オ 写真データ 

⑵ 納品場所 

   和歌山県 万博推進課 

⑶ 納品期限 

   令和７年 10月 31 日（金） 

 

10 著作権の帰属・権利処理 

この契約により作成される成果物の著作権等の取扱いは、以下に定めるところによる。 

⑴ 成果物の著作権（著作権法（昭和 45年法律第 48 号）第 27 条及び第 28条に規定する

権利を含む。以下同じ。）は、本契約の委託費の支払いをもって受託者から委託者に移

転する。ただし、成果物に含まれる音楽著作物の著作権については、原著作権者に留保

される。 

⑵ 委託者は、成果物を仕様書に定める使用範囲・使用期間内で使用することができる。 

⑶ 委託者は、著作権法第 20 条第２項第３号又は第４号に該当しない場合においても、

本業務の目的の範囲において、仕様書等で指定する物件を改変して使用する場合には、

受託者の書面による事前の承諾を得るものとする。 

⑷ 受託者は、成果物等にかかわる著作物、著作隣接権その他一切の権利に関して、仕様

書に定める使用期間・使用範囲内での使用に支障のないよう、必要な権利処理を受託者

の責任と費用負担で行う。 

⑸ 受託者は、委託者の事前の同意を得なければ、著作権法第 18 条及び第 19 条を行使

することができないものとする。 

 

11 契約に関する条件等 

⑴ 契約金額 

   本業務の契約金額には、本業務に関わる一切の経費を含む。 

⑵ 再委託等について 

ア 受託者は、本業務のすべてを第三者に再委託し、又は請け負わせてはならない。 

イ 受託者は、本業務の一部を第三者に再委託することができるが、その場合は再委託

先の概要と責任者を明記し、再委託する業務の内容、体系図及び工程表を事前に書面

にて提出し、委託者の承認を得ること。 

ウ 受託者は、イにより再委託する場合には、和歌山県内に主たる営業所を有する者の

中から再委託先の相手方を選定するよう努めること。 

⑶  業務の履行に関する措置 

ア 委託者は、本業務（再委託した場合を含む。以下⑷及び⑸において同じ。）の履行

について、著しく不適当と認められるときは、受託者に対してその理由を明示した

書面を求め、必要な措置をとるよう要求する場合がある。 



イ 受託者は、アの要求があったときは当該要求に係る事項について決定し、その結

果を要求のあった日から 10 日以内に、委託者に書面で提出するものとする。 

⑷  機密の保持 

受託者は、本業務を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、目的外の利用、第三

者への開示、漏洩について、管理者の注意をもってその情報を管理・保持するものとし、

契約終了後も同様とする。 

⑸ 関係法令の遵守 

受託者は、本業務を履行した上で、著作権、肖像権や個人情報を取り扱う場合、関係

法令を遵守し、受託者の責任において適切に権利処理を行うこと。 

なお、業務の実施に当たり、第三者が権利を有する著作権等が含まれる場合は、必要

な使用許諾手続き等を行うこと。 

⑹ その他 

ア 業務開始後は、定期的に委託者と打合せを行い、業務着手前に委託者の承         

諾を得るとともに、業務進捗状況を報告すること。また、随時、委託者の求めに応じ

て本業務に係る情報を提供すること。 

イ 本仕様書に疑義のある場合又は定めのない事項については、委託者と受託者が協

議の上決定するものとする。 

ウ 事業の中止等に係る対応についてやむを得ない事由により、本業務の開催が困難

になった場合は、委託者の指示を受けた上で当該事業の全部又は一部を中止するこ

ととする。この場合の代替措置については、協議の上、決定するものとする。 

 


